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　　　　　発行所

一川中部地域リハビジテーション
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　流れづくり検討部会

日時：平成19年9月10日（月）

　　　19:00

場所：北海道上川保健所会議室
－
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尨残片ヽビリカ推進の白I

新
た
に
四
病
院
加
入

流
れ
づ
く
り
検
討
部
会
設
置

　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
日
旭
川
市
医
師
会
館
会
議
室
に
て
平
成
十
九
年
度
上
川
中
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
会
議
総
会
（
第
一
回
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総

会
に
あ
た
っ
て
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
度
の
事

業
計
画
等
と
と
も
に
、
四
医
療
機
関
の
新
規
加
入
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
加
入
病
院
か
ら
の
出
席
者
か
ら
抱
負
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

○
総
会
冒
頭
増
田
会
長
か
ら

　
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
は
急
性

期
か
ら
維
持
嗣
の
地
域
の
一

貫
性
が
重
要
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
か

今
後
の
課
題
」
と
の
挨
拶
か

増田一雄会長

有
り
、
総
会
次
第
に
よ
り
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
十
九

年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て

は
、
今
年
三
月
二
十
三
日
の

臨
時
総
会
で
決
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
①
研
修
会

　
（
職
能
団
体
・
協
力
詞
院
）

や
他
団
体
と
共
催
し
て
、
多

職
種
間
の
交
流
の
場
づ
く
り

を
行
う
②
醗
れ
づ
く
り
検
討

部
会
の
設
置
③
講
話
派
遣
事

業
（
講
師
バ
ン
ク
事
業
・
市

町
村
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

全会一致で4医療機関の新規加入が承認されました

事
業
等
が
開
催
す
る
研
修
会

等
へ
、
派
遣
依
頼
に
基
づ
き

講
師
を
派
遣
）
④
相
談
支
援

（
住
民
相
談
機
関
か
ら
の
相

談
に
対
応
）
⑤
普
及
啓
発

（
協
力
病
院
の
連
携
強
化
を

推
進
）
の
事
業
計
画
（
案
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
十
九
年
度
か
ら
、
道

要
綱
の
改
正
で
協
力
病
院
の

基
準
か
見
直
し
と
な
る
の
を

受
け
三
月
に
対
象
医
療
機
関

　
（
現
行
協
力
病
院
を
除
く
十

八
医
療
機
関
）
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

十
医
療
機
関
よ
り
回
答
数

か
あ
り
ま
し
た
。
四
月
、
五

月
の
間
に
十
医
療
機
関
に
推

進
会
議
の
趣
旨
説
明
を
し
た

と
こ
ろ
四
医
療
機
関
か
ら
加

入
の
申
し
出
を
受
け
ま
し

た
。

　
旭
川
赤
十
字
詞
院
、
医
療

法
人
社
団
旭
豊
会
旭
川
三

愛
病
院
、
医
療
法
人
社
団

旭
川
圭
泉
会
民
院
、
医
療
法

社
団
石
崎
病
院
が
新
た
に

加
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
当
推
進
会
議
の
柵
或
は
、

笠
職
能
団
体
・
十
二
協
力
詞
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

院
・
５
そ
の
他
会
員
と
な
り
今
年
度
二
回
目
の
総
会
時
に

ま
し
た
。
な
お
、
六
月
二
十
諮
ら
れ
る
予
定
で
す
。
○
新

一
日
付
け
で
参
加
同
意
書
の
規
対
象
病
院
へ
の
加
入
要
請

提
出
の
あ
り
ま
し
た
美
瑛
町
は
引
続
き
実
施
予
定
で
す
。

　
　
庸
師
戴
難
事
業
齢
麟
命
闘
値

摂
食
・
唖
ド
に
つ
い
て

　
ｆ
成
ト
九
年
七
月
ト
八
日

　
（
水
）
指
定
・
訪
問
介
護
事
業

所
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ご
こ
ろ
介

護
サ
ー
ビ
ス
（
旭
川
市
石
条

通
ｔ
．
Ｔ
日
．
六
四
八
番

地
）
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

講
師
派
遣
事
業
に
基
づ
く
研

鯵
会
に
講
師
（
．
．
Ｍ
語
聴
覚
Ｌ

会
所
属
・
岸
本
千
鶴
．
．
Ｓ
冶
聴

覚
士
）
を
派
遣
し
ま
し
た
。

受
講
者
は
・
訪
問
介
護
に
携
わ

る
介
護
職
員
．
．
ト
．
名
。
研

修
内
容
は
「
摂
食
・
吸
．
ト
に

つ
い
て
」
（
食
事
介
助
で
気

を
つ
け
る
こ
と
。
ヘ
ル
パ
ー

の
参
考
に
な
る
こ
と
等
が
中

心
）
．
時
間
．
．
．
十
分
程
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

H18年度実績報告書
繭
外
傷
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
岡
ン

　
　
　
　
講
習
命
の
叙
匍
ら
鶯

○
日
時
・
平
成
十
九
年

十
月
二
十
日
（
土
）
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
（
開
場
時
間
午
後
一

時
）
○
場
所
・
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
お
び
っ
た

　
（
旭
川
市
宮
前
通
東
四
一

五
五
の
三
十
）
〇
参
加
料

平成18年度の事業実績をまと

めた冊子ができました。

・
無
料
○
講
演
会
テ
ー
マ

の
「
高
次
脳
機
能
障
害
者

と
な
っ
て
」
（
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
溢
北
支
部
会
員
）
②

　
「
高
次
脳
機
能
障
害
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
（
北
海

道
職
業
セ
ン
タ
ー
）
③

「
高
次
脳
機
能
障
害
の
特

　関係機関団体の皆様には今回配布しており

ます。昨年だけにとどまらず過去5年間の事

業内容も総括した内容となっております。必

要とされる方は、事務局までご一報願いま

す、

性
と
対
応
法
」
（
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
リ
ハ
医
学

講
座
准
教
授
・
橋
本
圭
司

氏
）
○
主
催
・
「
旭
川
脳

外
傷
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
講
習
会
実
行
委
員
会
」
｀

「
高
次
脳
機
能
障
害
を
考

え
る
市
民
の
会
」
〇
照
会

先
・
北
部
保
健
福
祉
専
門

学
校
作
業
療
法
科
（
西

口
）
電
話
〇
一
六
六
上
八
六

三
五
〇
〇
（
月
ｓ
金
）

一
Ξ
一
Ξ
Ξ
Ξ
＝
一
＝
一
一
Ξ
一
＝
Ξ
一
一
二
Ξ
一

一 一

す
。

　
Ｏ
「
夏
に
半
袖
を
着

る
。
」
当
た
り
前
の
こ
と

か
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
今
日

こ
の
頃
で
は
あ
り
ま
す
。

か
、
朝
晩
と
涼
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏

は
、
昨
年
の
釧
路
と
違
っ

た
暑
さ
で
負
け
気
味
で
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

食
べ
る
、
呑
む
の
か
楽
し

み
で
体
重
増
加
中
！
・
ビ
ー

ル
の
美
味
し
さ
は
格
別
で

す
か
ね
。
（
Ｙ
・
Ｙ
）

○
少
な
い
予
算
で
効
率
的

な
事
業
を
展
開
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
会
鍼
の
皆
さ

ま
！
地
域
リ
ハ
の
理
念
の

旗
の
下
、
社
会
的
貢
献
を

果
た
し
た
い
と
い
う
思
い

か
あ
れ
ば
大
丈
夫
。
「
継

続
は
力
な
り
」
で
す
。

　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
ふ

平
成
十
九
年
度
の
総
会
で

「
流
れ
づ
く
り
検
討
部
会
」

１
こ
が
多
職
種
に
よ
る
検
討

の
設
置
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
部
会
は
三
療
法
土
合
か

準備委員会での風景

月例会です

ら
構
成
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
各
種
職
能
団
体
・
協
力
例

院
等
か
ら
協
力
者
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
流
れ
づ
く
り
検
討
部
会
」

の
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
理
学
療
法
士
会
・
大
谷

忠
義
（
吉
田
尻
院
）
畠
山
浩

二
（
北
都
保
健
福
祉
専
門
学

校
）
作
業
療
法
士
会
・
大
堀

兵
視
（
北
部
保
健
福
祉
専
門

学
校
）
本
陣
征
二
（
旭
川

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
）
言
語
聴
覚
士
会
・
熊

谷
守
（
北
海
辺
療
脅
園
）

小
野
栄
治
（
旭
川
肢
体
不

目
白
児
総
合
療
育
セ
ン
タ

ー
）
岸
本
干
鶴
（
フ
リ

士
の
方
々
か
、
「
流
れ

づ
く
り
検
討
準
備
会
」
か

ら
引
き
続
い
て
検
討
部
会

に
移
行
す
る
と
と
な
り
ま

し
た
。
既
に
「
急
性
期
か

ら
回
復
期
、
維
持
期
ま
の

で
横
断
的
な
事
例
検
討
会

の
実
施
」
に
む
け
て
、
上

川
中
部
圏
域
の
介
護
老
人

福
祉
施
設
あ
て
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
れ
‐
‐
‐

を
基
に
、
施
設
に
聞
取
り

調
査
を
行
い
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
事
例
等
を
検

討
し
、
そ
こ
か
ら
地
域
の

課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
ま
す
。

○
事
例
検
討
会
の
開
催

（
案
）
一
時
期
一
平
成
十

九
年
十
一
月
（
予
定
）
一

場
所
一
事
例
提
供
施
設
・

も
し
く
は
上
川
支
庁
講
堂

一
対
象
一
介
掻
取
、
リ
ハ

職
員
等
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